












― 河 の 昆 虫 198 4 年 12月 (158 )

Doius divaricatus (BATES) 

6, VI, 2 Exs. 4, VII, I Ex. 

70) シロオビチビカミキリ
Sybrodiboma subfasc

_
ia ta (BATES) 

18, VII, 9 Exs. 31- Vil, 9 Exs.

71) コ�マダラモモブトカミキリ
Leiopus stillatus (BATES)

18, VII, 3 Exs. 

72) トゲバカミキリ
Eryssamena saperdina BATES

4- VII, 2 Exs. 10, VII, 5 Exs. 

18- VII, 9 Exs. 31- VII, 9 Exs.

73) ホウノキトゲバカミキリ
Eryssamena sapporensis (MATSUSHITA)

18- VII, 9 Exs. 31 • VII, 9 Exs. 

74) ガロアケシカミキリ
Exocentrus gal loisi MATSUSHITA

18- VII, 9 Exs. 31- VII, 9 Exs.

75) キッ コウモンケシカミキリ
Exocentrus testudineus MATSUSHITA

4. VII, lEx. 10- VII, 6Exs.

18- VII, 9Exs. 31, VII, 4Exs.
76) シラオビゴマフケンカミキリ
Exocen trus guttula tus BATES

18. VI1, 2 Exs.

77) ルリカミキリ
Bacchisa fortunei japonica GAHAN

18, VII, 1 Ex. 
78) フチグロヤリボシカミキリ

Pareutetrapha eximia (BATES) 

29. V, 9 Exs.

79) ニセシラホシカミキリ
Pareu te trapha simulans (BATES)

29. VI, I Ex. 4. VII, 9 Exs.

10. VII, 9Exs. 18- VII, 9 Exs.

31- VII, 4 Exs.

80) ハンノキカミキリ
Cagosima sanguinolen ta THOMSON

10- VII, 1 Ex.

81) シラホシカミキリ
Glenea re 1 ic ta PASCOE

zg. V, 5 Exs. 18. VII, 9 Exs.

82) ョッキボシカミキリ
Epiglenea comes BATES

4 . VII, !Ex 18- VII, !Ex.
83) ヘリグロリンゴカミキリ
Nupserha marginel la (BATES)

29- VI, 1 Ex. 4. VII, 1 Ex.

10- VII, 1 Ex. 18. VII. 2 Exs.

31- VII, 1 Ex.

84) ヒメリンコカミキリ
Oberea hebescens BATES

29. V. gExs. 6- VI, 2 Exs.

85) ホ ‘ノキリンゴカミキリ
Oberea inclusa PASCOE 

31. VII, 1 Ex.

乙川上流の水生昆虫相

岡綺市の中心部を流れる乙川は、戦前よりケ

ンジボタルの生息地として知られ比較的自然に

めぐまれており、水生昆虫類の生息に適した自

然環境にある。

筆者は昭和57年に4回にわたり、 乙川上流域

の水生昆虫類を採集し、 これまで23科49種を得

た。 なお、 一部の種については1983年調査の

デ ー タ ー がつけてある。

久 永 和 彦

調査地は図lに示すように4ケ所(st. 2, 6, 
9, I 8)を設定し、50cm X 50cmの金属性コ ー ドラ

ードを用いて採集し、ホルマリンで固定した。

本稿は目録のみで水生昆虫の季節的消長など

生態的なことについては別に発表する予定で あ

る。 なお、種の配列は津田松苗編「日本産水生
毘虫 目録」 （昭和49年 、 ニ ュ ー サイエンス社）

による。
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Luciola cruc-iata 

28-V, 19-XI, 1982

双 翅 目

21. ガガンボ科

45) Ti pu la sp 

24-IX, 19-XI, 1982 

46) Antocha sp 

28-V, 24-IX, 19-XI, 1982 

47) Eriocera s p

28-V, 24-IX, 19-XI, 1982

22. ユスリカ科
48) Chi ronomus sp 

28-V, 1982 

23. シギアプ科

49) Atherix sp 

24-IX, 19-XI, 1982 

参 考 文 献

I. 津田松苗編(1974) 水生昆虫の生態と観察，

ニュ ー サイエンス社

2. 河田 覚他(1973) 日本幼虫図鑑， 北隆館

3. 津田松苗 (I 970) 水生昆虫学， 北隆館

4. 津田松苗(I 971) 水生昆虫（カラー 自然
六山正孝 ガイド7 )保育社

一

アオマツムシの寄生植物及び
ヒササキヘの産卵状況

久 永 和 彦

帰化昆虫であるアオマツムシ(Calyptotry

pus hibinonis)の分布状況については、 「三

河の昆虫」No. 2 9, (1982)に報告した通りであ

るが、 今回、 アオマツムシの寄主植物及びヒサ

カキヘの産卵状況を調べた結果を報告する。

1. 寄主植物について

アオマツムシの寄主柏物として古くからサク

ラ、 モモ、 カキ、 ナシ、 プラタナス、 力 、ンなど

が知られている（村松， 1932, 1935)。 今日

のように生息場所が公園から、 街路樹、 社寺林

科 名1← - 拐 it 名

表I

アオマツムシの寄主植物一覧

ラ サタラ ， ’'I'ナン ， ＇）ンゴ ， オウトウ ， スモモ ， カイドウ ， ンャ'l 9ペイ ， モモ ， 力1•ノモチ

プ ナ コプラ ， '')'イスヒワ ， ンイ／キ ， アラカシ ， ウバメガシ ， アカガシ ， マナパ ／ f 

モナノキ モチノキ ， クロヵ・！、モチ ， Jヨゴ

ヵ エ デ トウカエテ
＇

， ヒナウチワカエデ ， モミッ

9，入ノキ クスノキ ， カナクキ
＇

ノキ ， ケイケイ；ユ

ノ エンシュ ， ニ セアカシア，サイカチ

＇ノ ハ キ ッパキ ， サザンカ ， ヒサカキ

レ ケヤキ ， ムクノキ

トウダイグサ アカメガンワ ， ナノキン八ゼ

ミ カ ;,, Ii力/'カラスサノノョウ

ク ワ イフヒツ ， クワ

カパノキ ャシャプノ ， ハ ンノキ

モ9レン モクレン ， シテ＇ コプシ

ッ ソ ｀ノ サッキ ， ヤマ ＇ノノン類

スズカケ／キ プラタナヌ

ヤナギ ンダレヤナギ

カッラ カソラ

キ 1ヒイラギナノテノ

ュキノンク アシサイ

センダン センダン

クマツヅフ
1

クサギ

モクセイ キンモクセイ

スイカズラ
1

サンゴジュ

クロウノモトキナツメ

;,/ハキ Iサルスペ ＇）

カキノキ Iカキ

ウ ルノ ックウル ・ノ

： ノコサ: | : :：｝ク
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すなわち 、道路に面した明るい方につけられ て
しヽた。

2)産卵 樹（枝）の直径

9 .0~ 30霞の範囲で、 そのうちII~20呵で全

体の72.9 ％を占めた。1011/1/1以下の細枝はI I .I%

で、3011/1/1以上は0 ％であった。 しかし、今年9

月26日の夜、庭木のケ・ノケイジュの4011/1/1の 幹に

産卵 している雌を観察している。

3)産卵孔の大きさ

交尾を終えた雌成虫は、約3週間後に産卵可

能となるが （武田ら198 1)、雌 は産卵に先立っ

て 、最初口器によって木部までかじり孔を あけ

る。その大きさは、2.5~7.0 X 2.0~8.0四で、

最も多いの が、4.0 X 3.0のだ円形でその深さ（樹

皮の厚さと同 一 ） は1.0/f11Tlであった。

4)過年度産卵孔の有無

本年度産卵孔の ある幹 （茎）に対する過年度

産卵孔の割合は全体の22.2％で、この数値の大

小て発生経過年度や発生密度が推定できるよう

てある。

5)樹皮 内における産卵状態

産卵孔の内 部及び産卵状態につい て杉浦(I 9 

8 0)、武田ら(1982)の報告がある。

雌の産卵管 は図］に示す ように錐状で鋸歯を

図l アオマツムシの産卵管（先端部）

具えた産卵管を樹皮 下に挿入し、卵 は産卵孔 か

ら3~ 5霞離れ た部分に産下される。樹皮をは

がして内部をみると、上下 、左右の 4ケ所にX

字状に産卵されている。卵ベッコウ色で その大

きさ は0.5 X 4~ 4.511111lで、 バ ナナ状に産卵され

て おり、 その数は1ケ所に5~ 8個で1 つの 産

卵孔では20~4 0個 と思わ れる。

しかし、過年度産卵孔跡を調べて みると 、産

卵孔の形 状 は必ずしもX字状なく、Y字形 、逆

Y字形などあり、産卵数も相当幅があるようで

ある。 （図2 )
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図2 A 樹皮内での卵の配列状態（サクラ）
B 過年度産卵孔跡（ヒサカキ）
C II ( II ) 
D
 

II ( II ) 
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］ 松村 松年 (1932)大日本害虫図説 明治書院
II (1935)日本毘虫大図鑑 刀江書院

2 杉浦 邦彦(198 0)伊勢神宮とその周

辺

における
アオマツムシの発生動向、伊
勢神宮境内昆虫調査報告害別
刷

千秋 アオマツムシ(Calyptotrypus
幹嘉（1981)hibinonis Matsumura)によ
正己 る果樹類の被害について、関

西病虫研報（23)別刷
5 石川千秋他（198 2)帰化昆虫アオマツムシの農業

害虫性について、職員自主研
究グル ー プ研究報告書（コヒ°

ー）
6 宮下 春美（1981)農業害虫としてのアオマツム

シ、日本昆虫学会東海支部第
29回大会第90回例会資料

7 武田 享(1983)アオマツムシその後、啓蟄
Vol. I No.2 

8 武田 享 岐阜地方におけるアオマツム
昇喜塁(1981)辺の生活史、日本昆虫学会東

海支部報(34)
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富山村で採集した

クワガタムシ2種

※ 棗※

松野更ー・竹内克豊

筆者等は、 北設楽郡富山村で、 オニクワガタ

とマダラクワガタの終令幼虫を採集し 、 飼育の

結果、 羽化して成虫となったので、 愛知県下の

新産地として記録しておきたい。

l) オニクワガタPriamogna thus angular-

is WATERHOUSE. 266• 北設楽郡富山村

大沼，13- v. 1984幼虫採集～ 7. VII. 1984 

羽化， 竹内採梨。I 6, 同地，13. v. 1984幼

虫採集～20. VII. l!:184羽化， 松野採集。

2) マダラクワガタAesalus asiaticus

LEWIS, I�, 北設楽郡富山村大沼，13- v.
l) 

1984幼虫採集～20. x. 1984羽化． 松野採集

l) 本種の幼虫は豊根村の民宿花香に依託して

あったので、 羽化した 成虫を確認したの は10月

20日であるが 、 羽化日はそれ以前と思われる。

採巣個体は棟局約1,0 00 mの伐採跡地附近の

自然林で、 両種共に同じネジキの倒木より採集

した。

「豊川市北部（平尾町）

のカミキリムシ」

浅 岡孝知

今年度も前年に継続して調査したところ、 更

に5種を追加確認することができたので報告す

る。 これで、 当地域におけるカミキリムシは、

39種で、 両町では64種となる。

1. Clytus melaenas Bates

シラケトラカミキリ 13-V(l), 2 6 -V

(5)。伐採木から多く見出された。

2. Xylotrechus grayi i White

ムネマダラトラカミキリ 13-V(l)

伐採木から見出された。 比較的少いようである。

3 .  Xylo trechus rufi I ius- Ba tes 

クビアカトラカミキリ 26-V(3)

伐採木から多く見出された。
4. Grammographus notabi 1 is Pascoe

キイロトラカミキリ 23 -VI(3) コナラ

の伐採木から見出された。

5. Ch!orophorus annularis Fabricius

タケトラカミキリ 18-VIl(1) 飛翔中の

本種 を採集した。

参 考 文 献

l)浅岡孝知(I 980)豊川市北部（財賀町 、 平

尾町）のカミキリムシ相、 三河の昆虫No.3 0

142P~145 P.

キイロトラカミキリムシ

岡崎市に産す

浅 岡孝知

キイロトラカミキリ Grammographus

notabi Ii s Dascoe は、 岡 崎市においては

比較的稀な種であり、 文献にも記載されていな

いようなので報告する。 採集された所が市街地

であったことも興味深い 。

〈採集記録〉

採 集地 岡崎市問屋町地内

採集月日 1984年6月6 日 1Ex 

く参考文献〉

l)村田文産(1980)岡崎市のカミキリムシ

（第1報）三河の毘虫池27: 112P. 

2) 湯沢宜久(I981)愛知県のカミキリ分布
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資料 三河の昆虫No.28: 120P~121 P. 

3)村田文産(I982)岡崎市のカミキリムン

（第2 報）三河の毘虫No.29 135P.

タテジマカミキリの採集2例

河路 掛 吾

筆者はこの地方の山間部においては珍らしい 

と思われるタテジマカミキリAulaconotus

pachypezoides BATESを採集しているので
報告する 。
I. 2 exs．， 豊田市松平町方所山，7/. II. 

1983食樹（カクレミノ）採集，16~21. w. 

1983羽化脱出

2. 6exs., 北設楽郡設楽町段戸（駒ヶ原高原） 

10 . w. 1983食樹（ヤマウコギ）採集，II~
2 9. \/Ill. I 983羽化脱出

末筆ながら、 採集に協力していただいた関根

忠、 横井秀樹の両氏に厚く お礼申しあげる。

ハイイロッツクビカミキリ

の採集記録

河路 掛 吾

筆者は採集例の少ないハイイロッツクビカミ

キリCy!indi Ila grisescens BATESを2

ケ所において採集しているので報告しておく。

I. 北設楽郡設楽町段戸駒ケ原

2 exs., 4. vn. 1982食樹（クリ）採集，5.

珊． 1983羽化脱出；I ex., 2 5. IX. 1983食樹

（クリ）採集， 20. 哺． 1984羽化脱出（写真）

2 .  豊田市元山中町

I ex., 4. IX. 1983食樹（ハンノキ）採集，

2 2. VlI[. 1984羽化脱出；II exs., 3. I. 

1984食樹（ヤシャブシ）採集． 6. Vlll~ 25 . 

JX, 1984羽化脱出

 

ヤマトキモンハナカミキリ

富山村て採集

西 川 誠

筆者は、 富山村で、 本種(Judolia iapo

nca (T AMANUK I)をクリの花上で採集して

いるので報告しておきたい。

採集地：愛知県北設楽郡富山村漆島

採集日：1981年 6月21日(l0299)

本種は、 豊根村、 東栄町などで採渠されてい

る が、 いずれも 3 であって、 9 の記録は愛知県

下、 初めてではないかと思われる。 また、 富山

村初記録である。

ヘ
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参 考 文 献

(I) 豊根村教育委貝会(1980)愛知県豊根区

の動物第 3 部，愛知県北設楽郡のカミキ

リムシ：23 1~281.

)

ハラグロオオテントウ

豊川市に産す

浅 岡 孝 知

ハラグロオオテントゥ Callicaria sup

erba Mulsantは、 平地産であるが、 比較的

稀である。 翌川市平尾町地内で発見することが

できたので報告する。

く採集記録〉

採集地 豊川市平尾町地内

採集 月日 1984年5月24日 I ex.

（豊橋市天伯町富士見19-2) 

安城市で採集した甲虫類5種

久 永 和 彦

筆者は昭和50年1月～昭和59年3 月、 安城市

に在住し、 その間、 矢作川、 社寺林など数少な

い自然を探して昆虫類を採集した。

甲虫類は 100種以上採集しているが、 その内

の数種について記録にとどめておきたい。

1. オサムシモドキ

本種はゴミムシ科の毘虫で、 河原に特有な種

であるが、 最近では個体数がめっきり減り採集

記録も少ない。

I -XI, 1981 矢作JI/河原 I ex.

2. ョッスジトラカミキリ

トラカミキリの中では大きく美しい種である。

過去の採集記録は佐久島、 伊良湖など暖地であ

るが、 内陸部の平地で採集されたことは珍しい

ことである。

3 -vm. 1979 二本木町 I ex.

3. ヒラタクワガタ

暖地性の種で、 平地には少ない。 安城市内で

は樹相の豊かな社寺林や矢作／1|のヤナギの木で

繁殖している。 個体数は少なくない。

30-VII, 1982, I -VIII, 1983矢作河畔

4. コカプトムシ

とくに珍しい種類ではないが、 安城の社寺林

で採集された。
I -W, 1982 桜井町 I ex.

5. クロスジクチボソコメッキ

安城市内から数種のコメッキムシを採集して

いるが、 本種が矢作川河原で採れているので記

録しておく。 同定は大平仁夫先生にお願いした。

感謝する。

12 -VI, 1982 矢作川河原 1 ex. 

)

岡崎市でギンイチモンジセセ

リを採集

鳥 居

採集地 岡綺市中之郷町

採集日 1980 年7月13 日

採集頭数 5tt l� 

彰

同地は矢作川の河原で、 附近に生えるススキで

発生していると思われる。

他に多くの個体が観察できた。
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採 集地 岡崎市本宿町 一里山

採 集 日

採集頭数

1984年 7月 20日

499 

採集した個体はすべて早で破損ひどく、 発生の

ヒ°
ー クをすぎているように思われる。

豊橋市て見かけた

師走の蝶

鈴木友之

昭和5 9年も年の瀕が近い12月上旬、 晩秋の気

配が残る陽光を求めて、 蝶の姿を追って見た。

ふだんは忘れがちな平凡な蝶ばかりであった

が、 生き物の少ないこの時期では、 何か、 なっ

かしさを覚えるものである。

1. モンシロチョウ 9日 1 � 岩崎町。

2. キチョウ 5日 1 t 問屋町、 1年 上

地町、 8日 1 ex. 下五井町、 9日 1 ex. 

岩崎町。

3. ウラナミシジミ 2ex． 神野新田町。

4. ベニシジミ 5日 1 ex. 問屋町。

5. キタテハ 5日 1 ex. 神野新田町、 9

日 1 ex. 岩崎町。

6 .  ヒメアカタテハ 5日 1 ex. 神野新田

町。
7. アカタテハ 9日 1 ex. 岩崎町。

以上7種を確認した。 2, 5 ,  6, 7の各種

は成虫越冬種ではあるが、 例年この頃には姿を

見ることは少ない 。 1, 3, 4の各種 は 、

年間数世代を繰り返した最後の個体で、 死を目

前にして破損を著しく、 弱々しい飛翔であった。

12月9日、 豊橋市の気温は最低が 0. 6℃、 最高

は14.8℃であった。

愛知県における

オオウバタマコメッキの記録

大 平仁 夫

オオウバタマコメッキ(Paracalais yarmto

Nakane) は奈良県で最初に見出され、 現在で

は香川県、 岡山県、 福岡県から知られている珍

種である。

愛知県 からは照井(1980)によって三ケ根山

から記録されたのが唯 一の記録である。 筆者は

照井氏の好意で、 この記録に用いられた標本を

検することができたが、 これは体長3511111lのウバ

タマコメッキの雌個体であった。 したがって、

愛知県における本種の記録は同定の誤りである

ので、 ここに訂正する。

照井正康(I 980)採集報告（］） 三ケ根山。 三

河の毘虫， 25:102。

訂 正 と 追 加

穂 積俊 文

本誌No.29に「豊橋市東部丘陵初夏の甲虫」を

書いたが、 白井勝己氏の御指摘で再検討してみ

た。 次のように訂正と追加をする。
1) Chlorophorus xen i cus Ba tes 

ホソトラカミキリ

小楯板がうす黒く見え、 誤同定をした。 触角

にトゲを発見し、 白井氏の御指摘のように Dem

onax trans i I i s Ba tesトゲヒゲトラカミキ

リであった。 石巻山、 本坂峠ともに小楯板が明

瞭な黒でないので誤ったらしい。 訂正する。 白

井氏に感謝する。
2) Ee t omychus basa I i s • Gorham

カタベニケブカテントウダマシ

1979年 6月3日、本坂峠で枯枝を叩網を用い

て1ex. 採集した。 なかなか同定できずにいた

標本であった。




